
【開館時間】 午前10時～午後4時30分（入館は午後4時まで）
【入 館 料】 ［一般］200円(150円)　［大学生］100円(70円)　［高校生以下］無料
障がい者手帳をお持ちの方および介助者1名まで ［一般］100円 ［大学生］50円
＊（　）内は20名以上の団体料金

【休 館 日】 月曜日、祝日の翌日
企画 ： 公益財団法人 土岐市文化振興事業団

2 272021 6 20土 日

［写真］ 上　第12回大賞《Like a Rolling Stone -Tsukechi Valley-》沼尻真一

第13回大賞《削ぎ目水指》松永 慶／第10回大賞《灰釉茶碗》金子充義／第8回大賞《銀泥彩磁かいわれ文向付》井戸川 豊

第1回大賞《水指》加藤洋二／第4回大賞《備前水指》奥本丸味

左下　黒織部茶碗 元屋敷窯跡出土・17世紀初・重要文化財

土岐市美濃陶磁歴史館
T O K I  C I T Y  H I S T O R I C A L  M U S E U M  O F  M I N O  C E R A M I C S

土岐市文化振興事業団ホームページ　http://www.toki-bunka.or.jp/history

〒509-5142 岐阜県土岐市泉町久尻1263　TEL.0572-55-1245
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土岐市美濃陶磁歴史館
T O K I  C I T Y  H I S T O R I C A L  M U S E U M  O F  M I N O  C E R A M I C S

［歴代大賞作品］
上： 第2回《黄瓷水指》大野耕太郎／第3回《黒い香合》鈴木 卓／第5回《輪彩紋水指》田中 豊
中： 第6回《碧の器》西田宣生／第7回《ふた、モノ。》五味謙二　下： 第9回《白器水指「表裏」》和田 的／第11回《白磁水指》高橋奈己

＊いずれも元屋敷窯跡出土・17世紀初・重要文化財

織部黒茶碗 青織部向付 志野織部向付

土岐市文化振興事業団ホームページ

h t t p : / / w ww . t o k i - b u n k a . o r . j p / h i s t o r y
〒509-5142 岐阜県土岐市泉町久尻1263
TEL.0572-55-1245  FAX.0572-55-1246

[鉄道] 名古屋駅からJR中央本線「土岐市駅」下車 徒歩約10分　[自動車]●中央自動車道「土岐IC」から約7分
●東海環状自動車道「五斗蒔スマートIC」から約5分  ●東海環状自動車道「土岐南多治見IC」から約10分

交通のご案内

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、今後の状況により予定を変更する場合がございます。 最新情報は当館ウェブサイトにてご確認ください。
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